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１．研究計画の概要 

グラフの因子問題は、与えられたグラフに
対して、ある特定の性質をみたす全域部分グ
ラフを見つけるという問題である。全域部分
グラフとは、与えられたグラフのすべての点
と一部の辺からなるグラフのことである。 

本研究の目的は次の 2 点にある。  

(1) グラフ全体でもつ構造がグラフの一部分
でもあり得るかを研究し、グラフ全体で知ら
れている性質との関連性を追求していく。 

(2) 連結因子の構造を様々な角度から検証し、
その存在定理の解決方法を提示する。 

 

２．研究の進捗状況 

 上記研究目的の(1)については、指定した点
部分集合を端点とする全域木が存在するた
めの次数条件を得ることができた。主定理の
概略は以下の通りである。(k+1)-連結グラフ G

において、互いに 辺で結ばれていない 2 点
の組すべてに対し、これら 2 点から出る辺の
本数が|G|+1 本以上ならば、G には指定した点
を端点する全域木がある。また、この系とし
て、指定した点を端点として含む全域木がグ
ラフに存在するための次数条件も得られた。 

 
上記研究目的の(2)については、2 つの方向性
により、連結因子構造の解明に取り組んだ。
まずは連結因子の基礎研究として、2 部グラ
フに正則因子が存在するための次数条件を
得た。この結果は発表時点では単独研究
であったが、この発表をきっかけにして、
他の研究者から有益なアイデアを得る
ことができ、さらに一般的な成果へと拡
張することができた。 
もう 1 つの方向性として、グラフの k-tree と

いう連結因子について研究した。グラフの
k-tree とは、各点から出る辺の本数が高々k 本
で、任意の 2 点間の道は 1 通りであるような
全域部分グラフをいう。グラフに k-tree が存
在するための次数条件がSein Winによって得
られている。これはグラフ全体に対する連結
因子が存在するためのひとつの重要な結果
と言える。一方、本研究課題では、Win によ
るグラフの k-tree が存在するための次数条件
を指定した一部の点集合に対しても、自然に
適用できることを示すことができた。これは
研究目的(1)を部分解決する結果でもあり、今
後、本研究課題を続けていく上で重要な位置
を占める、大変興味深い結果である。この結
果は専門誌に受理され、2009 年度に出版され
た。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

応募時の計画として、1～3年目は研究目的の

(1)と(2)それぞれを独立に解決し、4年目にこ

れらの融合的解決をする予定であった。しか

しながら、3年目にして、(1)と(2)の融合的解

決が一部実現している。また、これをきっか

けに今後の研究の方向性も見えつつある。 

 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、上記の研究目的の(1)と(2)の融合的
解決を主な目標とする。これまでの因子理論
では、グラフ全体に所望の性質をみたす全域
部分グラフ（因子）があるかという問題に対
して、多くの研究がなされ、多くの結果が得
られている。さらに、本研究課題において、
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因子に関する既存の結果が、グラフの指定し
た頂点部分集合に対して自然に適用された
結果が徐々に明らかになっていった。一方で、
グラフの連結因子も木という構造について、
近年、大きく研究が進展している。そこで、
本研究課題では、因子理論における既存の結
果で取り上げられた様々な条件が部分グラ
フにも適応し得るかを研究し、この部分グラ
フにおいて連結因子に相当する構造がある
かを追及していく。予想される結果としては、
与えられたグラフの指定した部分グラフに
おいて、既存の連結因子に対する結果と同様
な定理が得られると思われる。したがって、
既存の結果に対する十分性を多く調査、検討
する必要があり、このためにグラフ理論関係
図書を購入したいと考えている。これを物品
費の一部として計上している。また、本研究
における情報収集、論文作成ならびに成果発
表時に必要なコンピュータの周辺機器を物
品費の一部で購入予定である。 一方、効率
的に研究を進めるために、茨城大学の加納幹
雄教授とグラフの因子問題についての研究
打ち合わせ及び、情報収集を行う予定である｡ 
これらのために旅費を計上している。さらに、
情報収集と本研究課題で得られた成果の報
告を兼ね、この分野の第一線で活躍されてい
る研究者の発表を聴講したいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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